
　

２
０
１
７
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会

が
６
月
24
日
（
土
）
に
、
常
磐
大
学
Ｑ
棟

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
会
員
25

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
西
野
光
範
副

会
長
（
人
間
科
学
部
２
期
卒
）
よ
り
「
常

磐
大
学
が
開
学
し
て
34
年
が
経
ち
、
１
期

生
の
方
は
卒
業
後
同
じ
会
社
に
勤
め
続
け

て
い
る
場
合
に
は
、
勤
続
30
年
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
入
学
定
員
で
大
学
開

学
当
初
と
比
較
す
る
と
、
現
在
３
倍
近
い

規
模
に
ま
で
成
長
し
た
こ
と
に
な
る
も
の

の
、
入
学
者
の
確
保
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ

て
い
る
状
況
で
す
。
同
窓
会
と
し
ま
し
て

は
、
母
校
に
対
し
て
何
か
力
に
な
れ
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

会
社
や
地
域
に
お
い
て
母
校
を
話
題
に
す

る
、
会
社
の
後
輩
の
同
窓
生
を
気
に
か
け

て
い
た
だ
く
な
ど
、
同
窓
生
ひ
と
り
ひ

と
り
の
力
と
地
域
の
理
解
に
よ
っ
て
母
校

が
発
展
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
だ
先
の
話
よ
う
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母

校
開
学
50
周
年
を
見
据
え
て
同
窓
生
の
力

を
結
集
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
２
０
１
６
年
度
事
業
報

告
・
決
算
報
告
・
入
会
状
況
報
告
お
よ
び

役
員
の
選
任
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
２
０
１
７
年
度
事
業
計
画

お
よ
び
予
算
に
つ
い
て
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
、
総
会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
、
２
０
１
６
年
度
に
常
磐

大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
に
よ

り
奨
励
金
の
給
付
を
受
け
た
学
生
団
体

（
４
団
体
）
に
よ
る
、
課
外
活
動
成
果
報

告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
２

面
参
照
）

　

そ
の
後
、
会
場
を
Ｑ
棟
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
カ
フ
ェ
・
ラ
バ
ッ
ツ
ァ
に
移
し
て
開
催

さ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
松
本
久
司
副
会

長
（
人
間
科
学
部
10
期
卒
）
の
乾
杯
の
挨

拶
で
開
会
し
、
当
日
出
席
さ
れ
た
先
生
方

と
の
旧
交
を
温
め
、
ま
た
当
日
課
外
活
動

成
果
報
告
会
を
行
っ
た
学
生
と
の
交
流
を

楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に
成
田
勝
泰
さ
ん

（
人
間
科
学
部
13
期
卒
）
に
よ
る
３
本
締

め
に
よ
り
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
は
会
員
29
名
の
ほ
か
、
教
員

２
名
、
課
外
活
動
の
成
果
報
告
を
行
っ
た

学
生
17
名
の
計
48
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

１．会議の開催
１）総　会
〇開催日：２０１６年６月２５日（土）１３時４５分～１４時２０分
〇場　所：常磐大学Ｒ棟００１教室
〇出席者：２６名
〇主な議案等：
　【報告】２０１５年度事業報告、２０１５年度決算、入会状況報告、役員選出
　【議案】２０１６年度事業計画、２０１６年度予算
※　総会終了後に２０１５年度常磐大学同窓会課外活動奨励金受給者による報告会を実施した。
２）懇親会
〇開催日：２０１６年６月２５日（土）１５時３０分～１７時００分
〇場　所：常磐大学Ｔ棟１階ＴＯＫＩＷＡホール
〇出席者：３４名（課外活動奨励金報告者も含むと５５名）
３）幹事会
〇実施時期および主な議案等：
　　５月２８日（土）　２０１５年度事業報告、２０１５年度決算について、役員の選出　等
　１１月２６日（土）　同窓会役員について、課外活動奨励金審査結果報告　等
　　３月２５日（土）　２０１６年度事業計画案承認、２０１６年度予算案承認　等

２．学生支援事業
１）学園祭への援助金（２０１６年９月）：《給付額：５０，０００円》
２）常磐大学同窓会課外活動奨励金制度の実施
　　（学生プロジェクト：２０１６年８月、スポーツ・文化活動：２０１７年５月）
【奨励金給付団体】
①「Ｍ４（エムフォー）」―　学生プロジェクト　―：《給付金額：２００，０００円》
　ひたちなか市那珂湊地区で毎年８月に開催されるアートイベント「みなとメディアミュージアム」
において、企画立案や、アーティストの制作サポート・開催中の作品管理・来客対応などの運営
サポートを行った。毎年３０名近くの学生がボランティアスタッフとして参加。また、同地区で
毎月第３土曜日に開催される「ドゥナイトマーケット」での「ＴＯＫＩＷＡまちなかラボ」プロ
ジェクトでワークショップを実施。
②「ホタル再生プロジェクト　ｉｎ　『常磐の森』」―　学生プロジェクト　―：《給付金額：
１９８，８９４円》
　ホタル再生を通じて偕楽園公園内の自然環境の保全を図るプロジェクトを実施。同プロジェクト
のネットワークに所属するほかの４団体、近隣の教育機関、水戸市役所、茨城県庁の関連部署や
協賛企業と連携しながら、偕楽園公園内の５ヵ所でホタルの再生活動を実践。２０１６年１２月
に東京ビックサイトで開催された「エコプロ２０１６」でその成果を発表。
③「ＴＳＳボランティア　ＴＲＩＣＯＬＯＲ（トリコロール）」―　学生プロジェクト　―：《給付
金額：２００，０００円》
「いわとき（岩手×常磐）プロジェクト」として、東日本大震災の被災地である岩手県沿岸部の課
題解決に向け、「できることを、できるときに、出来るだけ」をテーマに活動。本年度も岩手県
の現状をより深く理解するための「勉強会」を実施し、震災を風化させないため、９月には現地
でのボランティア、１０月のときわ祭において写真展示等をはじめとして「復興支援企画」を実
施。１２月には本学学生・教職員、地域の方々を対象に「東日本大震災復興フォーラム」を開催。
④「常磐大学吹奏楽団」―　スポーツ・文化活動　―：《給付金額：２００，０００円》
　創団３年目から毎年出場している茨城県吹奏楽コンクール・大学の部において３２年目にして初
の県代表となり、２０１６年９月１８日神奈川県民ホールで行われた第２２回東関東吹奏楽コン
クール・大学の部に出場し、銅賞を受賞した。

３．寄附事業
１）新体育館への「電動間仕切り」の寄贈：《寄付金額：２，７４３，２００円》
　　新たに建設された体育館に電動間仕切り（３，１９３，２００円）を短期大学同窓会「みわの会」
と共同で寄贈した。

４．会員への大学情報の発信
〇内　容：会報「ときわの風」の発行および会員への送付
〇時　期：第２３号（２０１６年９月９日発行）、第２４号（２０１７年３月１０日発行）

５．常磐大学同窓会ホームページの維持および管理
〇内　容：異動情報受付　等

６．卒業生の個人情報管理
〇管理情報：氏名、学籍番号、住所、電話番号、勤務先、ゼミナール、サークル　等
〇時　　期：随時更新

以　上

月
事業内容

常磐大学同窓会課外活動奨励金
（以下、課外活動奨励金）に関する事業

４
・課外活動奨励金（以下、課外活動奨励金）募集※１
　（応募締切：学生プロジェクト奨励金　５月末、
　　　　　　　スポーツ・文化活動奨励金２月末）

５ ・幹事会
　（前年度決算報告、前年度事業報告）

６ ・総会・課外活動奨励金報告会・懇親会
　（６月24日㈯　開催）

７ ・課外活動奨励金（学生プロジェクト奨励金）選考※1

８ ・同窓会会報発送（第25号）発送※２ ・課外活動奨励金（学生プロジェクト奨励金）審査※1

９

10 ・学生支援事業（学園祭援助） ・課外活動奨励金（学生プロジェクト奨励金）授与式

11 ・幹事会

12

１

２ ・課外活動奨励金（スポーツ・文化活動奨励金）選考※1

３
・同窓会会報（第26号）発送
・幹事会（次年度予算案承認、
　　　　　次年度事業計画案承認）

・課外活動奨励金（スポーツ・文化活動奨励金）審査※1
（課外活動奨励金（スポーツ・文化活動奨励金）
　授与式は2018年度５月に実施）

上記の他、会員の個人情報管理および常磐大学同窓会ホームページ管理を行う。

（補足）※１　課外活動奨励金事業の募集、選考および審査の業務は、常磐大学に委託する。
　　　　　　（参考として裏面に課外活動奨励金の全体スケジュールを掲載した。）
　　　※２　同窓会会報に総会の議決内容および報告内容を掲載する。

収入の部	 （単位：円）
項　　　目 決　算　額 予　算　額 差　異　額 備　　　考

会費収入 10,040,000 10,100,000 △　60,000
新入会員502名
（3月卒500名、
　9月卒2名）

事業収入 34,000 70,000 △　36,000 懇親会費（34名）
雑収入 40,819 100,000 △　59,181 預金利息等
積立金等運用収入 558,922 528,000 30,922 積立金の運用に伴う利金
小　　　計 10,673,741 10,798,000 △　124,259

前年度
繰越金

現預金 82,977,245 82,977,245 0

積立金等 80,000,000 80,000,000 0 オリックス㈱社債、定期
預金（大和ネクスト銀行）

小　　　計 162,977,245 162,977,245 0
合　　　計 173,650,986 173,775,245 △　124,259

支出の部	 （単位：円）
項　　　目 決　算　額 予　算　額 差　異　額 備　　　考

人件費支出 0 10,000 △　10,000
消耗品費支出 33,696 65,000 △　31,304 プリンタートナー等

交通費支出 12,000 85,000 △　73,000 幹事会出席者（学外幹事）
等交通費

慶弔費支出 0 100,000 △　100,000
通信費支出 2,190,777 2,580,000 △　389,223 総会案内、会報郵送料等
印刷費支出 867,048 1,013,000 △　145,952 会報、封筒等
会議費支出 141,551 247,000 △　105,449 幹事会、総会等
渉外費支出 3,000 20,000 △　17,000 会報原稿執筆謝礼
業務委託費支出 562,558 402,000 160,558 発送物袋詰作業等
雑費支出 11,780 10,000 1,780 振込手数料等

支援事業費支出 848,894 2,200,000 △　1,351,106 学園祭援助、学生課外活
動奨励金

寄附金支出 2,743,200 3,300,000 △　556,800 新築体育館電動間仕切り
小　　　計 7,414,504 10,032,000 △　2,617,496

次年度
繰越金

現預金 86,236,482 83,743,245 2,493,237 現預金、定期預金（１年以内）

積立金等 80,000,000 80,000,000 0 三井住友トラストHD社債、
定期預金（複数年）

小　　　計 166,236,482 163,743,245 2,493,237
合　　　計 173,650,986 173,775,245 △　124,259

収入の部	 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　 異　 額 備　　　考

会費収入 10,200,000 10,100,000 100,000
2017年度新入会員
（新卒507名＋
　既卒3名×20,000円）

事業収入 40,000 70,000 △　30,000	 懇親会会費収入（40名×1,000円）
雑収入 100,000 100,000 0 預金利息等
積立金等運用収入 400,000 528,000 △　128,000
小　　　計 10,740,000 10,798,000 △　58,000

前年度
繰越金

現預金 86,236,482 82,977,245 3,259,237 現預金、定期預金（１年以内）

積立金等 80,000,000 80,000,000 0 三井住友トラストHD社債、
定期預金（複数年）

小　　　計 166,236,482 162,977,245 3,259,237
合　　　計 176,976,482 173,775,245 3,201,237

支出の部	 （単位：円）
項　　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　 異　 額 備　　　考

人件費支出 10,000 10,000 0 総会時託児関係

消耗品費支出 65,000 65,000 0 印刷用紙、印刷機消耗品、
総会関係等

交通費支出 85,000 85,000 0 幹事、総会教員交通費等
慶弔費支出 100,000 100,000 0 慶弔関係
通信費支出 2,677,000 2,580,000 97,000 会報、総会案内送付等
印刷費支出 915,000 1,013,000 △　98,000 会報、封筒印刷等
会議費支出 247,000 247,000 0 総会、幹事会等

渉外費支出 20,000 20,000 0 会報原稿執筆謝礼、
取材先土産等

業務委託費支出 390,000 402,000 △　12,000 発送物袋詰作業等
雑費支出 10,000 10,000 0 振込手数料等

支援事業費支出 2,200,000 2,200,000 0
学生課外活動奨励金、
学園祭補助、
支部活動補助等

寄附金支出 0 3,300,000 △　3,300,000
小　　　計 6,719,000 10,032,000 △　3,313,000

次年度
繰越金

現預金 90,257,482 83,743,245 6,514,237 現預金、定期預金（１年
以内）

積立金等 80,000,000 80,000,000 0 三井住友トラストHD社債、
定期預金（複数年）

小　　　計 170,257,482 163,743,245 6,514,237
合　　　計 176,976,482 173,775,245 3,201,237
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　私の所属するM４では、みなとメディアミュージアム（MMM）という那
珂湊でのアートイベントの活動を他大学と共同運営で行っています。私達M
４は作品を展示する手伝いをすることによって地域の活性化を図るとともに、
多くの方々との交流のきっかけを作っています。また、M４は月に一度、那
珂湊のドゥナイトマーケットにて子供を対象としたワークショップも開催して
います。いただいた奨励金はMMMやドゥナイトマーケットへの交通費として
使わせていただきました。奨励金を受けることによって、常磐大学の学生が
那珂湊へ通いやすくなり、より良いイベントの運営ができたと思います。次
回のMMMや、ドゥナイトマーケットもより良いイベントにしたいと思います。

　私たち常磐大学吹奏楽団は、大学開設時に発足し、今年で35年目となります。
先輩たちが築いてくださった良き伝統を引き継ぎ活動している中、昨年は私た
ちにとって大きな出来事がありました。毎年夏に出場している吹奏楽コンクー
ルで、創団以来の祈願であった茨城県代表となり、東関東大会に出場しました。
さらに指揮は、吹奏楽団ＯＢで初代学生指揮者の根本知計さんに振っていた
だき、学生、ＯＢの総力を結集しての出場となりました。今回はその成果を評
価いただき、当奨励金をいただくことができました。この場をお借りしてお礼
申し上げます。ありがとうございました。
　今年も昨年の経験を活かし、２年連続で東関東大会に出場し、昨年より一

つ上の賞である「銀賞」を受賞することができました。これも同窓会からのご支援の賜物であると思っています。今回の経験を励みに
さらに練習を重ねて参りますので、今後もご支援とご声援のほど、よろしくお願いいたします。

　私たち「常磐の森再生プロジェクトチーム」
では、「ホタルネットワークmito」や県や市
の関連部署、近隣の教育機関、地元の協賛企
業の方々と連携協力しながら、「常磐の森」
再生を中心とした偕楽園公園内の環境保全活
動とホタル再生に取り組んでいます。
　昨年は奨励金をいただいたことで、東京
ビッグサイトで開催される東洋最大級の環境イベント「エコプロ2016」に出展し、全国へ向けて私たちの身近な環境に対する取り
組みを伝えることができました。16万人もの来場者の方々に本活動をアピールする機会を設けることができ、さらにはゼミ単体で
ここまでできるのは素晴らしいというご意見も多くいただけました。ご支援いただき、誠にありがとうございます。

　ＴＳＳボランティアTRICOLORは、「できることを、できるとき
に、できるだけ」をテーマとして活動をしています。東日本大震災
で被災した岩手県沿岸部の課題解決を目的とした「いわとき（岩手
×常磐）プロジェクト」や福島県いわき市に住む親子を支援する「こ
ども元気プロジェクト」、地域の活性化を支援することを目的とし
た「地域支援プロジェクト」など、多岐にわたって活動を展開して
います。昨年は奨励金をいただけたことで岩手県へのボランティ
アツアー、本学での東日本大震災復興フォーラム等の実施により、

自分達の学びを深めるとともに、地域の方々に被災地の現状をお伝えすることができました。ＴＳＳボランティアTRICOLORは、
今後も震災復興や地域の活性化に向けて活動を続けていきたいと思っております。これからもご支援いただければ幸いです。

　
２
０
１
７
年
3
月
末
に
体
育
館
が
竣
工
し
、
４
月
に
は
新
体
育
館

で
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
旧
体
育
館
は
、

当
初
取
り
壊
す
と
い
う
話
で
あ
っ
た
が
、
短
期
大
学
50
周
年
を
記
念

し
た
建
造
物
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て一
部
を
残
す
こ

と
と
な
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
夏
の
授
業
が
な
い
期
間
を
使
っ
て
、
旧
体

育
館
の
玄
関
付
近
を
残
し
て
取
り
壊
し
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

旧
体
育
館
は
、
耐
震
補
強
等
が
施
さ
れ
野
外
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
利

用
さ
れ
る
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
野
外
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
最
初

に
つ
か
わ
れ
る
の
は
、
10
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
と

き
わ
祭
」
に
な
る
ら
し
い
。
こ
れ
ま
で
Ｄ
棟
前
に
設
置
し
た
ス
テ
ー

ジ
で
行
わ
れ
て
い
た
企
画
が
、
旧
体
育
館
か
ら
生
ま
れ
変
わ
っ
た
野

外
ス
テ
ー
ジ
に
て
行
わ
れ
る
よ
う
だ
。

　

こ
の
会
報
が
会
員
の
皆
様
の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
の
が
「
と
き
わ

祭
」
開
催
前
だ
と
い
い
が
、
も
し
間
に
合
っ
た
の
な
ら
、
新
体
育
館

と
野
外
ス
テ
ー
ジ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
旧
体
育
館
の
見
学
を
兼
ね
て
、

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　

H

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
の
変
更
等
に
よ
り
、
本
会
か
ら
の
ご
連
絡
を
お

届
け
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
に
変
更
が
り
ま
し
た
ら
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

そ
の
他
、
同
窓
生
の
皆
さ
ま
の
近
況
報
告
等
も
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す

＊
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

http://w
w
w
.tokiw

a.ac.jp/̃dosokai

　

メ
ー
ル
：dosokai@

tokiw
a.ac.jp
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所
：
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１
０
－
８
５
８
５

　
　
　
　
　

水
戸
市
見
和
１
－
４
３
０
－
１　

常
磐
大
学
内　

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
宛

常磐大学×　３－７　○山梨学院大学
常磐大学×　０－１０　○山梨学院大学
常磐大学×　４－７　○埼玉大学
常磐大学○　５－４　×埼玉大学
常磐大学×　２－３　○松本大学

常磐大学○　１－０　×松本大学
常磐大学○　４－２　×新潟大学
常磐大学×　２－６　○新潟大学
常磐大学○　１０－２　×茨城大学
常磐大学×　３－１０　○茨城大学

８月13日（日）
　第57回茨城県吹奏楽コンクール出場
（会場：茨城県立県民文化センター）…………………茨城県代表
９月17日（日）
　第23回東関東吹奏楽コンクール出場
（会場：ひたちなか市文化会館）………………………「銀賞」受賞

………………………………………………………………………※４勝６敗　３位　２部残留

　

６
月
24
日
㈯
に
行
わ
れ
た
２
０
１
７
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会
総
会
の
閉
会
後
、
常
磐
大
学
同
窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
に
よ
り
２
０
１
６
年
度
に
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

奨
励
金
お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
奨
励
金
の
給
付
を
受
け
た
４
団
体
の
学
生
に
よ
る
成
果
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
常
磐
大
学
の
発
展
お
よ
び
社

会
貢
献
に
寄
与
で
き
る
、
ま
た
は
そ
れ
が
期
待
で
き
る
学
生
の
課
外
活
動
に
対
し
て
、
奨
励
金
を
給
付
し
、
同
窓
会
活
動
に
対
す
る
認
知
度
や
理
解
度
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
２
０
１
１
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

課
外
活
動
奨
励
金
を
受
け
た
学
生
の
活
動
報
告

Ｍ４
人間科学部　コミュニケーション学科４年　大枝　春菜　さん　他２名

常磐大学吹奏楽団
人間科学部　教育学科３年　小山　浩幹　さん　他２名

常磐の森プロジェクト
人間科学部　心理学科４年
平野　瑞季　さん　他６名

TSSボランティア　TRICOLOR
人間科学部　コミュニケーション学科４年

森　美優　さん　他３名

ト リ コ ロ ー ル

＊
編
集
後
記
＊

異
動
情
報
の
更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

2017年度　体育会春季戦績報告
野球部春季リーグ戦戦績

関甲新学生野球春季リーグ（３部中２部）

2017年度　文化連合活動報告
常磐大学吹奏楽団

エムフォー

（2）☆同窓会ホームページもぜひご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/~dosokai/


